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憤
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力
と
技
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力
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リ
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統
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銀
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利
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説
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論
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根
本
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課
題
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尤
な
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も
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見
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さ
れ
て
ゐ
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は
、
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ら
ば
、
ベ
エ
ム
は
彼
の
著
述
の
前
の
部
分
に
於
て
は
資
本
を
以
て
、

と
に
な
る
。
こ
の
困
難
か
ら
脱
却
す
る
腐
に
、

ベ
エ
ム
は
彼
の
「
資
本
及
利
子
」
第
二
巻
の
終
り
に
於
て
、
前
の
部
分
に

ふ
見
方
が
支
配
的
な
學
説
と
な
っ
た
。

く
か
ら
努
銀
基
金
詮

(
W
a
g
e

f
u
n
d
 t
h
e
o
r
y
)

が
あ
る
。

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ベ
エ
ム
批
判
を
続
り
て

ト
・
ミ
ル
で
あ
っ
て
、

こ
れ
を
最
も
明
瞭
に
主
張
し
た
の
は
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア

彼
は
努
銀
は
労
働
人
口
敷
と
努
勘
の
購
入
に
充
嘗
さ
れ
る
資
本
即
ち
努
銀
基
金
の
比
率
に
依
存
し

て
決
定
さ
れ
る
と
見
た
。
共
の
後
幾
多
の
學
説
史
的
愛
遷
を
経
て
、

労
銀
は
芳
働
の
限
界
生
産
力
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
い

こ
の
見
方
に
従
へ
ば
終
局
生
産
物
債
格
は
す
べ
て
、

地
・
資
本
財
に
そ
の
限
界
生
産
力
に
従
つ
て
蹄
属
さ
れ
る
。
土
地
を
離
れ
て
考
へ
る
と
、

線
生
産
物
憤
格
中
生
産
の
為
に

消
費
さ
れ
た
る
資
本
財
の
補
償
部
分
が
資
本
財
に
、
而
し
て
残
餘
は
努
働
に
蹄
局
さ
れ
る
。

物
敷
簸
、
即
ち
労
働
の
限
界
生
産
力
に
外
な
ら
ぬ
。
こ
れ
が
努
銀
の
高
さ
を
決
定
す
る
。

態
で
は
榮
働
の
平
均
生
在
力
に
等
し
い
。

と
こ
ろ
が
努
働
の
限
界
生
産
力
だ
け
が
、
生
産
物
の
中
か
ら
努
働
に
支
彿
は
れ
と
す
れ
は
、

展
開
せ
る
思
想
と
矛
盾
す
る
が
如
き
努
銀
並
に
利
子
決
定
の
機
構
を
明
に
し
た
。

に
認
め
る
所
で
あ
る
，

生
産
因
子
た
る
榮
働
•
土

こ
の
努
働
に
馘
凰
さ
れ
生
産

物
の
大
さ
は
、
資
本
財
と
結
合
し
て
生
廂
に
参
典
せ
る
努
働
の
最
後
の
箪
位
を
加
減
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
得
喪
す
る
生
産

而
し
て
こ
の
限
界
生
廂
力
は
静

利
子
は
存
立
し
得
ざ
る
こ

こ
3

「
市
場
に
於
け
る
利
子
の
高
さ
」

の
章
が
、
ベ
エ
ム
著
述
の
前
の
部
分
と
如
何
に
獨
立
し
て
ゐ
る
か
は
既
に
ウ
イ
ク
セ
ル
以
下
多
く
の
ベ
エ
ム
批
評
家
の
共

ベ
エ
ム
著
述
の
こ
の
部
分
に
展
開
さ
れ
た
る
理
論
は
一
種
の
榮
銀
基
金
説
と
解
し
得
る
。
た
ぜ
な

生
産
迂
回
の
個
々
の
段
階
に
成
立
す
る
中
間
生
産
物
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一
五
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五
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1) J. Stuart Mill, Principles of Folitical Economy, p. 349. 
2) K. Wicksell, Lectures on Political Economy Vol. I p. 168-169. 



ツ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ベ
エ
ム
批
判
を
続
り
て

中
心
と
し
て
、
そ
の
最
低
努
銀
説
を
桧
討
し
、
次
い
で
ペ
エ
ム
流
の
努
銀
基
金
説
に
立
脚
せ
る
利
子
の
説
明
が
妥
嘗
た
り

で
あ
り
、
前
者
は
以
前
の
時
期
に
既
に
生
産
さ
れ
た
ろ
享
築
財
に
し
て
、

の
練
罷

(
I
n
b
e
g
r
i
f
f
d
e
r
 
Z
w
i
s
c
h
e
n
p
r
o
d
u
k
t
e
 y;;
と
見
る
に
拘
ら
す
、
最
後
の
部
分
で
は
努
働
者
に
前
彿
さ
れ
る
生
存
基

で
現
存
せ
る
も
の
は
、

つ
て
ゐ
て
、

本

(
S
u
b
s
i
s
t
e
n
z
s
f
o
n
d
s
)

と
考
へ
る
。

古
き
労
銀
基
金
説
に
あ
り
て
は
、

現
存
し
て
ゐ
て
、
榮
銀
は
こ
れ
を
労
働
者
数
に
て
除
し
た
る
商
で
あ
る
。

中
間
生
産
物
の
姿
を
と
り
、
生
産
の
各
段
階
に
存
在
し
て
ゐ
る
。

第

六

巻
9

J
 

一
五
七

第

二

被

一
五

努
銀
は
努
働
者
の
極
小
限
の
生

こ
の
跨
銀
基
金
は
享
業
財
の
一
定
量
と
し
て

ベ
エ
ム
的
な
努
銀
基
金
説
に
あ
り
て
は
、
努
銀

基
金
或
は
生
存
資
料
は
す
べ
て
が
享
準
財
の
形
で
現
前
し
て
ゐ
る
の
で
は
た
く
、

現
在
は
い
は
ば
死
せ
る
努
働
の
姿
で
享
槃
財
に
成
熟
す
る
ま
で
、

得
な
い
と
い
ふ
批
評
が
起
り
得
る
。
こ
れ
は
特
に
ド
ル
プ

(E.
C. v
a
n
 D
o
r
p
)
 

大
部
分
は
既
に
努
働
者
に
交
付
さ
れ
て

換
言
す
れ
ば
生
産
過
程
か
ら
解
放
さ
れ
て
享
柴
財
の
姿

現
在
の
労
働
が
生
産
過
程
に
結
び
付
け
ら
れ
る
に
つ
れ
て
、

努
働
者
逹
に
買
取
ら
れ
て
行
く
部
分

飩
に
支
彿
は
れ
た
る
努
銀
で
買
取
ら
れ
て
し
ま

生
産
に
拘
束
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
合
計
が
一
社
會
の
生
存
基
本
で
あ
る
と
共
に
、
利
子
の
源
泉
と
し
て
の
資
本
で
あ
る
。

さ
て
、
ベ
エ
ム
の
斯
る
努
銀
基
金
を
吟
味
し
て
行
く
と
き
に
、
彼
の
立
場
は
、
結
局
、

存
を
維
持
す
る
に
必
要
な
額
を
超
え
る
も
の
で
は
た
い
と
い
ふ
努
銀
の
鐵
則

(
e
h
e
r
e
s
L
o
h
n
g
e
s
e
t
z
)
 
~
落
着
か
ざ
る
を

及
リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ

(
J
•
K
.
L
i
n
d
b
e
r
g
)
 

に
よ
つ
て
主
張
さ
れ
る
所
で
あ
る
が
、
吾
々
は
次
に
先
づ
そ
の
議
論
の
筋
の
精
細
で
あ
る
と
思
は
れ
る
リ
ン
ド
ベ
ル
ビ
を

や
否
や
を
吟
味
し
た
い
。
紙
面
の
都
合
上
ベ
エ
ム
理
論
を
絃
に
紹
介
す
る
の
餘
裕
を
持
た
ぬ
。

そ
の
黙
は
他
の
著
述
特
に

3) Bohm-Bawerk, Positive Theorie des Kapitales S. 16. 



努働者一人
松リ年利潤
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1.3 

10 

16.1 

20.7 

す
る
に
足
る
程
に
低
い
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

5
 

率
二
六
・
七
％
に
於
て
餌
の
均
衡
が
成
立
す
る
。

24.3 

26,7 

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ベ
エ
ム
批
判
を
統
り
て

‘,、4
 

脚
註
の
二
書
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

三
五
八

ベ
エ
ム
は
彼
の
設
例
に
於
て
一
社
會
に
於
け
る
線
資
本
を
十
五
槌
、
企
業
者
数
を
百
五
十
萬
、

即
ち
各
企
業
嘗
り
の
資

本
一
萬
、
努
働
者
線
敷
を
一
千
萬
と
仮
定
し
、
更
に
、
努
働
の
年
生
産
物
債
値
は
生
産
迂
同
の
延
長
に
随
つ
て
蓮
増
す
る
こ

と
を
前
提
し
て
出
褻
し
、
均
衡
に
於
て
は
努
銀
五

0
0、
利
子
率
一

0
％
に
落
着
く
こ
と
を
主
張
し
た
。

ン
ド
ベ
ル
ヒ
は
、
ベ
エ
ム
が
考
へ
る
様
に
一
義
的
た
均
衡
黙
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

中
、
如
何
な
る
均
衡
貼
に
落
着
く
か
は
、
利
潤
の
大
さ
に
依
存
し
て
ゐ
る
と
考
へ
る
。

之
に
到
し
て
リ

多
義
的
な
均
衡
黙
が
あ
り
、

こ
の

具
個
的
に
言
へ
ば
、
多
義
的
た
均
衡
黙
の
中
、
努
銀
一

-
1
0
0
、
利
子

如
き
均
衡
朕
態
に
於
け
る
榜
銀
が
館
に
努
銀
の
高
さ
を
決
定
し
、
し
か
も
斯
る
労
銀
は
努
働
者
の
生
存
を
辛
う
じ
て
維
持

而
し
て
最
大
の
利
潤
を
拳
げ
る
が

-I
、
リ
ン
ド
ベ
ル
レ
の
主
張

第

六

巻

第

二

競

一
五

4) E. von Biihm-Bawerk, PositiYe Theorie des Kapitales Bd. 1 S. 443 ff. 

高田保馬著利子論研究
5) J. K. Lindberg. Die Kapitalzinstheorie, Zeitschrift fur Nationaliikonomie 

Bd. IV. S. 505. 



リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ベ
エ
ム
批
判
を
続
り
て

じ
て
一
義
的
な
均
衡
黙
に
到
逹
し
た
。

利
潤
率
を
畢
げ
得
る
迂
阿
期
間
を
求
め
、

第

六

巻

若
し
こ
れ
以
上
迂
同
期
間
が
延
長
さ
れ
る
た
ら
ば
、

こ
の
傾
向
は
賽
本
家
達
が
絹
織
さ
れ
て
ゐ

榮
働
人
口
と
企
業
数
と
を
所
輿
と
す

に
従
っ

A
.
l
t
 

2
 

る
時
に
は
、
静
態
で
は
一
企
業
賞
り
の
従
業
努
働
者
数
は
既
知
で
あ
り
、
他
方
衰
本
一
定
の
下
で
は
、

K
=

て
努
銀
ー
は
迂
阿
期
間
t
が
長
け
れ
ば
長
い
程
小
で
あ

b
、
利
澗
率
は
大
た
り
L
見
る
。

本
家
は
迂
回
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
澗
率
の
増
加
を
繭
る
と
共
に
、
努
銀
を
黙
迫
す
る
。

は
努
銀
が
努
慟
者
の
生
理
的
生
存
極
小
限
に
ま
で
低
下
さ
れ
て
始
め
て
止
む
。

の

る
こ
と
に
基
く
の
で
は
な
く
、
彼
等
の
自
由
競
手
の
結
果
で
あ
る
。

努
働
人
口
の
減
少
を
来
し
、
努
銀
は
再
び
生
存
維
持
に
必
要
た
る
高
さ
に
復
鑓
す
る
諜
で
あ
る
。

本
に
よ
つ
て
買
取
ら
れ
る
か
を
模
索
し
た
。

産
間

小
期

2

3

4

 

こ
れ
に
反
し
て
リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
は
、

か
く
の
如
く
リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
が
均
衡
黙
の
多
義
性
を
、
モ
張
す
る
に
至
っ
た
根
撮
は
何
か
。

―
―
―
五
九

第

二；

競

而
し
て
こ
の
努
力

一五―――

利
潤
を
追
求
し
て
止
ま
ヤ
ろ
資

し
か
も
こ
の
中
、
如
何
た
る
迂
阿
期
間
の
下
で
社
會
の
全
努
働
者
数
が
線
資

即
ち
、

努
銀
を
種
々
雙
化
せ
し
め
た
が
ら
、

5
 

6

7

 

8

9

0

 

ー

年努働生
産物償値

350 

450 

530 

580 

620 

650 

年努銀｀

3000 

1500 

670 

635 

1000 

750, 

600 

500 

4 
428-

7 

695 

700 

375 

333-`  
1 
3 

300' 

ベ
H

ム
は
経
験
的
模
索
を
通

各
々
相
異
る
努
銀
の
下
で
最
高
の

6) J. K. Lindberg ibid, S. 507. 



努
銀
の
斯
る
極
大
黙
を
到
底
賓
現
せ
し
め
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

資
の
利
害
は
相
抗
争
し
な
い
筈
で
あ
る
。

「
そ
れ
を
超
え
て
努
銀
が
決
し
て

騰
貴
し
得
ざ
る
極
大
黙
で
あ
り
（
同
時
に
営
然
そ
れ
以
下
に
利
子
率
が
低
下
し
得
ざ
る
極
小
貼
で
あ
る
）
。
」
強
力
な
る
努

働
糾
合
の
如
き
労
働
者
に
好
都
合
な
條
件
を
前
提
と
す
る
と
き
で
さ
へ
、

い
。
即
ち
婆
働
組
合
が
榮
銀
ぎ
ハ

0
0
に
高
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
も
、

努
銀
は
こ
の
獣
を
超
え
て
高
ま
る
こ
と
は
な

こ
の
場
合
に
は
衰
本
家
に
最
有
利
な
迂
阿
期
間

更
に
べ

H

ム
に
於
け
る
努
銀
五

0
0
と
い
ふ
極
大
黙
は
現
賓
に
は
賓
現
し
た

り
と
い
ふ
繹
は
努
働
糾
合
は
努
銀
を
極
大
貼
に
逹
せ
し
め
よ
う
と
努
力
す
る
に
拘
は
ら
キ
、

れ
に
應
す
る
資
本
家
の
結
成
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

固
持
し
得
な
い
こ
と
を
物
語
る
に
過
ぎ
ぬ
。

努
働
者
の
強
き
組
織
は
こ

萬
に
就
て
見
る
と
総
計
三
百
七
十
五
萬
の
失
業
者
が
生
す
る
。

こ
の
こ
と
は
努
慟
粗
合
は
長
き
に
一
旦
つ
て
努
銀
六

0
0を

は
八
年
利
子
率
は
一
―
-
•
五
四
％
で
は
あ
る
が各
企
業
に
就
業
す
る
労
働
者
数
は
四
・
一
六
人
で
あ
り
、
企
業
数
百
五
十

即
ち
ベ
エ
ム
の
均
衡
勘
に
於
け
・
る
努
銀
は

す
る
総
に
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
最
低
努
銀
で
あ
る
と
前
提
す
れ
ば

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ベ
エ
ム
批
判
を
続
リ
て

ド
レ
プ
は
べ

H

ム
の
努
銀
基
金
説
か
ら
直
接
努
銀
の
鐵
則
を
導
き
出
し
、

の

以
上
の
如
く
に
し
て
リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
並
び
に
）

否
進
ん
で
ベ
エ
ム
は
各
企
業
常
。
一
定
の
努
働
者
敷
か
ら
で
は
な
く
、

沿

銀
の
鐵
則
を
故
意
に
隈
蔽
せ
ん
と
試
み
た
と
さ
へ
主
張
す
る
。

ベ
エ
ム
の
均
衡
黙
で
は
自
然
榮
銀
は
二

0
0
だ

け
高
く
、
同
時
に
資
本
家
は
二
六
・
七
％
で
は
た

<
-
0％
の
利
子
率
を
以
て
満
足
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
諜
だ
か
ら
、
努

い
ま
済
銀
一
―

1
0
0を
努
働
者
が
自
己
と
共
の
家
族
を
維
持

一
定
の
榮
銀
か
ら
出
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
努

第

六

巻

云
0

第

二

撃

一
五
四

7) E. C. van Dorp Agio order Lohnfords, Archiv filr Sozialwissenschaft u. 
Sozialpolitik. Bd. 66. S. 303. 

8) J. K. Lindberg, ibid. S. 505. ff. 
9) J. K. Lindberg, ibid. S. 508. 



リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ベ
エ
ム
批
判
を
続
り
て

を
短
縮
化
せ
し
め
、

第

六

巻

天

第

二

競

一
五
五

上
述
の
如
く
リ
ン
ド
、
ベ
ル
ピ
で
は
、
努
銀
一

1
-
0
0、
利
子
率
二
六
・
七
％
、

か
も
こ
の
努
銀
は
最
低
努
銀
で
あ
っ
た
。
彼
が
斯
る
結
論
に
到
逹
し
た
の
は
、

し
た
こ
と
に
よ
る
。

K=¥に
従
っ
て
、
資
本
K
、
努
働
者
敷
A
が
一
定
せ
る
場
合
に
は
、

各
企
業
に
就
業
す
る
努
働
者
数
を
一
定
と

結
付
く
努
働
者
数
の
減
少
を
結
果
す
る
。
同
一
の
努
銀
基
金
説
か
ら
出
褻
し
な
が
ら
も
、

迂
回
期
間
t
が
長
く
た
れ

け
れ
ど
も
こ
れ
は
果
し
て
現
賓
に
適
は

ば
た
る
だ
け
、
努
銀
ー
は
小
と
な
り
、
他
方
努
働
者
一
人
賞
り
の
年
生
産
物
が
t
の
函
敷
で
あ
る
限
り
利
子
率
も
亦
大
と

~
~
~
・
・
、
．
~
・
、
．
、
、
、

．
．
．
．
．
 
、
｀
ヽ
、
．

な
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
斯
る
仮
定
に
立
つ
限
り
、
「
か
く
て
努
銀
闘
争
は
消
費
並
び
に
生
産
期
間
の
短
縮
の
為
の
努

冨
畜
ヽ
冨
•
‘
~
、
畜
ヽ
、
．
冒
・
・
・

働
者
の
闘
争
で
あ
り
、
そ
れ
の
撰
張
の
ゲ
い
の
企
業
家
の
闘
争
だ
」
と
言
び
得
る
。

は
迂
回
期
間
t
に
反
比
例
し
て
菱
化
す
る
と
見
る
の
が
、
ベ
エ
ム
立
論
の
前
提
で
あ
る
。
尤
も
こ
の
闘
係
は
、
生
赤
迂
回

同
時
に
労
働
者
嘗
り
の
年
生
産
物
を
増
加
せ
し
め
る
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
愛
化
を
蒙
る
こ
と
は
勿

論
で
あ
る
が
、
ベ
エ
ム
の
如
く
に
吾
々
の
技
術
的
佃
識
の
静
止
的
朕
態
を
前
提
と
し
て
、

資
本
一
定
の
下
で
如
何
た
る
生

相
異
る
均
衡
黙
、
従
つ
て
相
異
る
努
銀
•
利
子
の
規
定
に
到
逹
し
た
の
は
、
賓
に
こ
の
勘
に
基
す
る
。
従
業
努
働
者
敷

A

生
産
迂
回
の
延
長
は
よ
り
衰
本
集
約
的
な
生
産
に
移
る
こ
と
を
意
味
す
る
限
り
、

し
い
主
張
で
あ
ら
う
か
。 、

低
努
銀
は
長
き
迂
回
期
間
と
結
付
く
か

迂
同
期
間
の
延
長
は
一
定
の
安
本
に

べ
エ
ム
と
リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
と
が

迂
同
期
間
十
年
に
て
均
衡
が
成
立
し
、

し

10) W. Euken, Kapitaltheoretische Unterschungen, 1934 S. 113. 



あ
る
。

こ
れ
に
獨
立
愛
数
と
し
て
の
意
義
を
認
め
た
か
っ
た
黙
に

生
産
迂
阿
を
延
長
せ
し
め
中
し
て
短
縮
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
だ

か
く
の
如
く
に
低

「
例
へ
ば
努
銀
の
位
置
が
頗
る
高
け

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ベ
エ
ム
批
判
を
綿
り
て

ー

産
迂
回
が
合
理
的
に
選
ば
れ
る
か
を
問
題
と
す
る
な
ら
ば
、

べ
き
で
あ
ら
う
）
し
か
も
こ
の
や
う
に
考
へ
る
こ
と
は
資
本
家
的
経
溝
の
現
賓
に
最
も
適
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
従
つ
て

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
が
評
す
る
様
に
ベ
エ
ム
は
経
瞼
的
模
索
を
通
じ
て
一

義
的
均
衡
に
到
逹
し
た
と
は
言
ぴ
難
い
で
あ
ら
う
。

努
銀
高
け
れ
ば
、

迂
阿
期
間
の
愛
動
に
拘
ら
す
各
企
業
の
従
業
榮
慟
者
数

を
一
定
と
す
る
リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
立
論
の
仕
方
に
は
無
理
が
あ
る
の
み
な
ら
す
、

資
本
家
経
惰
に
あ
り
て
は
、
努
銀
も
亦

獨
自
的
因
子
と
し
て
迂
阿
期
間
の
選
捧
に
作
用
す
る
こ
と
を
忘
却
し
た
も
の
と
言
へ
や
う
。

そ
れ
だ
け
迂
同
期
間
大
で
あ
る
こ
と
換
言
す
れ
ば
努
働
一
箪
位
は
よ
b
多
籠
の
資
本
財
に
結
付
く
こ

と
は
、
既
に
ベ
エ
ム
に
よ
っ
て
靴
生
産
者
を
例
に
と
り
て

説
明
さ
れ
た
所
で
あ
る
。

れ
ば
、
彼
は
機
械
的
に
既
に
完
成
さ
れ
た
る
上
皮
を
買
ひ、

彼
自
身
の
工
場
に
ミ
シ
ン
を
装
備
す
る
と
言
っ
た
や
う
た
こ

と
を
遂
行
す
る
で
あ
ら
う
。
従
つ
て
…
•
•
生
産
期
間を
延
長
せ
ん
と
す
る

だ
ら
う
。

は
安
債
な
手
エ
努
働
を
直
接
的
に
使
用
し
、

所
が
努
銀
の
低
き
位
置
の
下
で
は
彼

‘, 2
 

！
 

従
つ
て
…
…
生
廂
期
間
を
抑
制
せ
ん
と
す
る
だ
ら
う
」

榮
銀
は
リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
主
張
す
る
所
と
は
反
釘
に
、

か
ら
、
榮
銀
―
―

1
0
0迂
同
期
間
十
年
で
如
何
に
均
衡
が
成
立
し
難
い
か
が
一

應
諒
解
さ
れ
や
う
。

ヒ
の
主
張
の
難
黙
は
、
努
銀
を
い
は
ば
従
厨
瑳
数
と
見
倣

L
、

要
す
る
に
リ
ン
ド

ベ
ル

却
つ
て
こ
の
黙
に
闘
す
る
限
り
ベ
エ
ム

3
手
絞
が
正
賞
で
あ
り 努

働
者
数
は
迂
阿
期
間
に
反
比
例
的
に
愛
化
す
る
ル

l

措
定
す

第

六

巻

一六

第

二

琥

一
五
六

11) Bo:1m-Bawerk. Positive Theorie des Kapitales Bd. II Exkurs S. 21ー 23.
12) Bohm-Bawerk, Positive Theorie des Kapitales. S. 447.脚註 I.



換
言
す
れ
ば
高
榮
銀
の
下
で
始
め
て
生
産
の
迂
回
期
間
が
延
長
さ
れ
る
。

す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
努
働
一
箪
位
裳
り
の
生
産
的
数
誠
を
増
大
せ
し
め

第

六

巻

か
う
考
へ
て
来
る
と
き
長
き
迂
同
期
間
と
最
低

次
に
ウ
イ
ク
セ
ル
の
主
張
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
亦
、

な
し
、

こ
れ
を
固
定
資
本
部
分
と
の
分
割
の
根
棟
を
技
術
の
朕
態
に
求
め
、

か
ら
導
き
出
す
こ
と
を
、

響
を
及
ぼ
す
こ
と
、

は
一
歩
進
ん
で
、

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
偏
執
的
た
努
銀
論
を
批
判
す
る
こ
と

努
銀
基
金
を
以
て
練
生
廂
資
本
中
の
一
部
即
ち
流
動
資
本
部
分
を
代
表
せ
る
も
の
と

ウ
イ
ク
セ
ル
は
誤
謬
な
り
と
し
て
批
難
す
る
。
ウ
イ
ク
セ
ル
に
よ
れ
ば
、

否
附
者
の
相
闊
々
係
を
強
調
す
る
の
が
、

要
す
る
に
企
業
家
は
、
他
の
事
情
に
し
て
一
様
な
る
限
り
、

努
銀
の
下
で
、
餌
の
均
衡
が
成
立
す
る
と
は
考
へ
難
い
。

天

第

二

琥

一
五
七

而
し
て
努
銀
を
流
動
賽
本
部
分
人
努
働
者
敷

古
き
努
銀
基
金
説
が
技
術
の
改
良
と
努

努
銀
も
亦
獨
自
的
要
因
と
し
て
技
術
朕
態
に
影

新
し
い
榮
銀
基
金
説
だ
と
考
へ
る

d

良
、
機
械
等
の
導
入
は
、
努
銀
が
既
に
或
る
高
さ
に
逹
し
た
と
き
に
始
め
て
有
利
で
あ
る
、

「
或
る
技
術
的
謡
改

所
が
反
到
に
諸
努
銀
の
低
き

位
置
rD
下
で
は
、
そ
れ
の
技
術
的
劣
等
性
に
も
拘
は
ら
す
手
エ
努
働
の
爬
倒
的
使
用
が
よ
り
一
暦
有
利
と
た
る
。」

高
努
銀
に
際
し
て
は
資
本
集
約
的
た
新
生
赤
方
法
を
採
用

以
て
減
少
す
る
利
潤
を
補
は
ん
と
努
め
る
。

こ
れ
は
又
現
賓
の
事
賓
に
照
應
せ
ざ
る
主
張
で
あ
ら
う
。
吾
々

努
銀
低
け
れ
ば
資
本
財
の
代
り
に
手
エ
努
働
即
ち
生
け
る
努
働
を
多
く
利
用
す
る
こ
と
が
有
利
で
あ

り
、
努
銀
高
け
れ
ば
、
長
き
迂
回
期
間
を
選
ぶ
こ
と
が
如
何
に
資
本
家
逹
に
と
り
て
有
利
で
あ
る
か
を
、
リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ベ
エ
ム
批
判
を
続
り
て

銀
の
闘
係
を
、
前
者
か
ら
後
者
へ
と
一
方
的
に
把
提
し
た
の
に
反
し
て

す
る
も
の
は
、
技
術
の
朕
態
と
並
び
て
経
惰
的
契
機
即
ち
努
銀
の
高
さ
で
あ
る
。

が
出
来
る
。
古
き
努
銀
基
金
設
が
、

雨
資
本
部
分
を
諏
別

13) K. Wicksell, Finanztheoretische Untersuchungen, S. 26. 
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の
代
り
に
、
五
年
迂
回
を
選
ぶ
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

第

六

巻

一
六
五

一
五
九

こ
れ
は
迂
回
期
間
延
長
の
本
質
に
努
働
者
一
人
賞
り
の
資
本
培
加

だ
か
ら
資
本
家
は
こ
の
場
合
に
は
九
•
四
年
と
い
ふ
長
き
迂
同
期
間

九
•
四
年
の
迂
阿
期
間
が
選
ば
れ
利

間
延
長
さ
れ
る
と
そ
れ
だ
け
努
銀
率
が
黙
迫
さ
れ
、
利
潤
率
は
上
昇
し
た
。

け
れ
ど
も
迂
阿
生
産
の
延
長
が
必
然
的
に
努

證
明
し
て
ゐ
る
。
次
に
低
努
銀
の
場
合
に
は
ど
う
で
あ
ら
う
か
。

欅
げ
得
る
。

長
き
迂
阿
期
間
を
選
ぶ
こ
と
が
資
本
家
に
と
り
て
有
利
で
あ
る
こ
と
を

-
•
五
％
の
利
潤
率
を

榮
慟
者
数
不
焚
の
下
で
、
國
民
経
漬
的
総
衰
本
の
愛
化
が
如
何
な
る
影
轡
を
努
銀
及
利
子
に
及
ぽ
す
か
を
示
す
為
に
作

ら
れ
た
る
上
の
表
に
於
て
、

採
用
さ
れ
、

努
働
者
一
人
賞
り
の
資
本
が
一
五

0
0な
る
と
き
努
銀
六

0
0な
ら
ば
五
年
迂
阿
の
生
産
が

一
・
三
％
の
利
潤
率
を
畢
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
と
こ
ろ
が
資
本
集
約
性
高
ま
り
、

0
0な
る
と
き
に
は
、
同
じ
六

0
0
の
努
銀
た
ら
ば
、
資
本
家
逹
は
八
年
迂
回
の
生
森
を
螢
み
、

こ
の
こ
と
は
高
榮
銀
に
際
し
て
は
、

働
者
一
人
賞
り
の
資
本
の
増
大
を
伴
ふ
以
上
、

二

0
の
下
で
、
努
働
者
一
人
営
り
の
資
本
八

0
0た
る
場
合
と
一
五

0
0た
る
場
合
と
比
較
す
る
と
き
直
ち
に
明
瞭
と
な

る
に
相
違
た
い
。

さ
き
に
リ
ン
ド
ペ
ル
ヒ
の
主
張
す
る
所
で
は
、
迂
同
期

如
何
に
lJ

ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
結
論
が
放
棄
さ
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
か
は
、
努
銀
一
―
―

努
働
者
一
人
賞
り
の
資
本
一
五

00;'.§
る
と
き
は
、
努
銀
を
一

11110と
す
れ
ば
、

潤
率
は
二
五
・
一
％
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
同
一
の
努
銀
の
下
で
努
働
者
一
人
賞
り
資
本
八

0
0た
る
と
き
に
は
、

回
に
際
し
て
三
七
•
五
％
の
利
潤
率
を
果
げ
得
る
。

が
属
し
て
ゐ
る
限
り
嘗
然
の
結
論
で
あ
ら
う

Q

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ベ
エ
ム
批
判
を
統
り
て

一
人
賞
り
の
査
本
二
四

五
年
迂

か
く
し
て
リ
ン
ド
ペ
ル
ヒ
は
自
己
の
最
低
努
銀
説
を
自
ら
破
壊
す
る
と
い

第

二

琥



に
は
t
年
の
迂
回
期
間
に
際
し
て
、
努
俯
が
最
初
に
投
下
さ
れ
て
か
ら
、

之
が
完
成
財
に
成
熟
す
る
ま
で
に
要
す
る
平
均

然
る
と
き

し
か
も
後
述
す
る
如

<
K
、
直
線
的
生

四
、
生

す
る
獣
に
於
て
、
古
き
努
銀
基
金
説
の
論
證
の
仕
方
と
少
し
も
異
る
所
が
た
い
。

努
銀
も
亦
獨
自
的
要
因
と
し
て
生
産
の
迂
回
期
間
を
通
し
て
、
他
の
経
惰
的
謡
契
機
に
作
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

産

期

間

概

念

れ
る
直
前
に
投
下
さ
れ
た
る
努
働
の
そ
れ
は
零
年
で
あ
る
、

う
か
ら
。

産
力
の
闘
係
を
問
題
と
し
よ
う
e

か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

努
銀
基
金
説
に
立
脚
せ
る
利
子
説
明
へ
の
逍
が
拓
か
れ
や

吾
々
は
生
産
の
迂
回
期
間
に
闘
し
て
説
明
を
加
へ
た
か
っ
た
し

新
し
き
型
の
努
銀
基
金
説
に
あ
り
て
は

次
に
は
生
産
期
間
概
念
を
述
べ
、

生
産
期
間
概
念
は
べ
H

ム
に
よ
っ
て
本
来
技
術
的
概
念
と
し
て
定
立
さ
れ
る

C

つ
い
で
生
産
期
間
と
生

産
構
造
を
前
提
と
し
て
ゐ
る
。
今
努
働
が
t
年
に
亙
つ
て
一
様
且
つ
連
績
的
に
投
下
さ
れ
る
場
合
を
考
へ
る
。

生
産
期
間
は

t
[
2
で
あ
る
。
即
ち
最
初
に
投
下
さ
れ
た
る
榮
働
は
絶
到
的
に

t
年
間
生
産
過
程
に
繋
が
れ
、
財
が
完
成
さ

だ
か
ら
財
の
平
均
生
産
期
間
は

t
_
2
年
で
あ
る
。

こ
の
こ
と

金
説
と
異
る
に
し
て
も
、
迂
回
期
間
延
長
の
経
清
的
意
義
を
無
視
し
て
、

之
を
要
す
る
に
、

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
論
證
の
仕
方
は
、

ふ
結
果
に
到
逹
す
る
繹
で
あ
る
。

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ベ
エ
ム
批
判
を
繰
り
て

唯
前
彿
資
本
の
み
か
ら
苓
銀
を
導
き
出
さ
ん
と

た
と
へ
迂
回
期
間
概
念
を
導
入
す
る
貼
に
於
て
は
古
き
努
銀
基

第

六

巻

一
六
六

第

二

猿

今
ま
で

一
六

0



ッ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ベ
エ
ム
批
判
を
続

9
て

で
あ
る
。

t

+

1

 

2
 

平
均
生
産
期
間
は
、

第

六

巻

一
六
七

第

二

琥

一
六

か
く
の
如
く
に
生
産
期
間
を
技
術
的
概
念
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
闊
し
て
異

段
階
に
一
努
働
日
が
技
下
さ
れ
、
迂
阿
期
間
が
四
年
即
ち
生
産
段
階
の
数
が
四
つ
あ
る
た
ら
ば
、

l
 

1
1
2

即
ち
二
年
半
で
あ
る
。

4
+
3
+
2
+
1
 

、

4

2

か
く
し
て

t
を
以
て
迂
回
期
間
或
は
生
産
段
階
を
示
す
と

一
般
的
に

次
に
生
産
過
程
を
小
剣
み
に
せ
中
、
財
は
一
つ
の
生
産
段
階
か
ら
次
の
段
階
に
移
る
に
各
々
一
年
を
要
す
る
と
し
、
各

初
の
年
度
及
び
そ
の
次
年
に
二

0
努
働
日
が
、

そ
れ
以
後
毎
年
五
労
働
日
が
、

）
 6

 
ー

日
が
投
下
さ
れ
る
と
仮
定
す
る
。
然
る
と
き
に
は
平
均
生
南
期
間
は
、

2
0
0
+
1
8
0
+
4
0
+
3
5
+
2
5
+
2
0
+
1
5
+
1
0
+
5
+
（

O
X
2
0
)
 

5
6
0
 

ヽ

ー

1
0
0

固

即
ち
約
五
年
半
で
あ
る
。

平
均
生
産
期
間
は
、

而
し
て
財
が
完
成
す
る
直
前
に
二

0
努
働

雙
化
も
な
い
。
例
へ
ば
一
財
の
生
産
に
一

0
0榮
働
日
を
要
す
る
と
き

こ
れ
が
十
年
に
亙
つ
て
生
産
に
投
下
さ
れ
、
最

は
ペ
エ
ム
的
な
生
産
構
造
観
に
立
つ
限
り
、

同
化
さ
れ
た
生
産

(
S
苔
c
h
r
o
n
i
s
i
e
r
t
e
P
r
o
d
u
k
t
i
o
n
)

を
措
定
し
て
も
同
様

で
あ
る
。
生
産
の
最
終
過
程
に
於
け
る
労
働
は
零
年
間
財
生
廂
に
結
付
け
ら
れ
に
反
し
て
、
消
費
よ
り
最
も
速
き
段
費
の
努

働
は
t
年
間
生
産
に
拘
束
さ
れ
た
ま
＼
で
あ
る
。

間
生
産
過
程
に
結
付
い
て
ゐ
る
と
見
得
る
。
換
言
す
れ
ば
財
の
平
均
生
産
期
間
は

t
l
2
年
で
あ
る
，
以
上
は
財
が
完
成
さ

れ
る
ま
で
に
、
努
働
が
一
様
に
且
つ
連
績
的
に
投
下
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
が
、

こ
の
仮
定
を
除
去
し
て
も
問
題
に
何
等
の

か
く
し
て
計
會
全
個
を
と
り
て
見
る
と
き
、
努
働
は
平
均
的
に

t
[2
年

16) Bohm-Bawerk, Positive Theoire, S. 118. 



異
論
が
あ
る
。
彼
は
長
期
的
資
本
投
資
、
殆
ん
ど
す
べ
て
の
固
定
賽
本
は

乍
併
．
ウ
イ
ク
セ
ル
の
な
す
や
う
に
、
線
表
本
の
投
資
期
間
か
ら
、
持
続
的
資
本
財
の
投
資
期
間
を
除
外
す
る
幽
に
は

蓋
し
ペ
エ
ム
的
な
努
銀
基
金
説
に
従
へ
ば
利
子
の
源
泉
が
咲
本
即
ち

が
こ
の
こ
と
は
利
子

一
尚
品
の
生
産
と
販
賣
の
為
に
努
働
が
使
用
さ
れ
、

ら
、
終
局
生
産
物
の
販
賣
に
よ
る
資
本
の
代
置
に
至
る
間
に
経
過
す
る
時
間
で
あ
る
。

「
さ
て
普
通
さ
う
で
あ
る
や
う
に

従
つ
て
資
本
が
相
異
る
時
黙
に
前
彿
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
と
き
に
は
、

吾
々
は
営
該
資
本
綿
額
の
平
均
投
資
期
間
に
就
て
語
る
」
。
こ
の
場
合
、
技
術
的
生
産
期
間
概
念
と
投
資
期
間
概
念
と
は
相

け
れ
ど
も
生
産
期
間
を
技
術
的
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
ベ
エ
ム

互
に
密
接
な
閥
係
に
立
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
明
で
あ
る
。

⑱
 

が
た
し
た
る
が
如
く
、
現
在
の
或
る
財
の
生
産
の
誤
に
数
百
年
以
前
に
投
下
さ
れ
た
る
努
働
日
に
ま
で
湖
ら
ね
ば
た
ら

ぬ
。
し
か
も
他
方
で
は
賞
該
財
の
生
森
に
要
し
た
る
榮
働
H
が
既
知
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

間
題
の
考
察
に
と
り
て
は
然
闘
係
た
事
柄
で
あ
る
。

前
彿
努
銀
に
あ
る
限
り
、
総
資
本
の
投
資
期
間
な
る
概
念
を
採
用
す
る
こ
と
が
妥
賞
で
あ
ら
う
。

経
演
的
に
は
厳
密
な
慈
味
の
表
本
と
土
地
と

期
間

(
I
n
v
e
s
t
i
e
r
u
n
g
s
z
e
i
t
)

な
る
表
現
を
選
ぶ
。

こ
れ
は
努
働
の
購
入
即
ち
努
慟
前
彿
ひ
に
よ
る
個
別
的
資
本
投
咲
か

17) K. Wicksell, Finanztneoretische Untersuchungen, S. 29. 
18) Biihm-Bawerk, Positive Theorie, S. 117. 

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ベ
エ
ム
批
判
を
繰
り
て

論
が
起
り
得
る
。
蓋
し
利
子
問
題
の
解
決
の
為
に
は
、
財
の
完
成
ま
で
に
栂
年
を
要
す
る
か
は
問
題
で
は
な
く
、

け
の
資
本
が
前
彿
ひ
さ
れ
る
か
が
重
要
で
あ
る
か
ら
。

ベ
エ
ム
の
生
産
期
間
概
念
が
技
術
的
性
格
を
有
つ
て
ゐ
る
こ
と
に
封
す
る
異
論
は
、

既
に
ウ
イ
ク
セ
ル
に
よ
っ
て
な
さ

れ
て
ゐ
る
。
彼
は
財
生
産
の
始
め
か
ら
終
り
ま
で
に
経
過
す
る
時
間
と
し
て
の
生
産
期
間
概
念
の
代
り
に
、

ど
れ
だ

第

六

巻

一
六
八

賽
本
の
投
資

第

二

琥

一
六



9
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ベ
エ
ム
批
判
を
続
り
て

て
ゐ
る
限
り
、
寧
ろ
ス
ト
リ
グ
ル
が
な
し
た
様
に
、

第

六

巻

一

六

九

第

二

誠

一
六

て
資
本
の
み
な
ら
す
、

原
料
獲
得
か
ら
消
費
財
完
成
に
至
る
間
に
投
下
さ
れ
た
る
努
働
従
っ

元
来
努
慟
の
年
生
産
力
と
の
聯
闘
に
於
て
意
味
を
有
つ

一
様
な
る
限
り
、
短
か
く
な
る
か
ら
。

他
の
事
情
に
し
て

は
短
縮
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
た
ぜ
た
ら
ば
、

生
産
期
間
延
長
の
本
質
に
流
動
資
本
の
固
定
資
本
化
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と

ウ
イ
ク
セ
ル
に
於
て
固
有
の
資
本
を
構
成
す

こ
の
逆
は
不
可
能
な
こ
と
に
求
め
る
、

畜

ヽ

方
に
於
て
、
結
局
流
動
資
本
の
固
定
資
本
へ
の
轄
化
に
よ
っ
て
増
加
さ
れ
得
る
ー
ー
＇
こ
の
こ
と
が
一
般
的
に
有
利
で
あ
る

限
り
ー
ー
け
れ
ど
も
固
定
衰
本
は
目
立
つ
程
減
少
さ
れ
得
な
い
|
—
逆
の
操
作
は
普
通
不
可
能
で
あ
る

r

」

ウ
イ
ク
セ
ル
の
や
う
に
資
本
を
把
握
す
る
こ
と
は
景
氣
現
象
の
説
明
に
と
り
て
は
或
は
有
意
義
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

け
れ
ど
も
静
態
を
前
提
と
し
、

社
會
線
資
本
の
投
資
期
間
と
労
働
の
生
産
力
と
の
閥
係
を
問
題
と
す
る
場
合
に
は
無
意
味

で
あ
る
に
相
違
な
い
。
彼
の
様
に
同
定
資
本
に
投
下
さ
れ
た
る
榮
慟
従
っ
て
、

に
よ
つ
て
、
ウ
イ
ク
セ
ル
的
意
味
の
資
本
の
減
少
を
惹
起
し
、

あ
る
。
資
本
投
資
期
間
或
は
生
産
の
迂
回
期
間
と
い
ふ
こ
と
が
、

こ
の
努
働
に
前
彿
さ
れ
た
る
資
本
の
投
資

期
間
を
考
慮
の
外
に
置
く
な
ら
ば
、
通
常
生
産
迂
回
が
延
長
さ
れ
る
と
見
倣
さ
れ
る
場
合
に
、

却
つ

c
資
本
の
投
資
期
間

こ
の
黙
か
ら
彼
の
資
本
投
資
期
間
は
、

し
か
も
こ
の
こ
と
は
ウ
イ
ク
セ
ル
が
立
つ
努
銀
基
金
説
に
矛
盾
す
る
こ
と
は
明
で

固
定
資
本
財
の
生
産
に
投
下
さ
れ
た
る
努
働
従
つ
て
資
本
が
生
産
過
程
に
拘
束
さ
れ
て
ゐ
る
期
間
．

摸
を
、
流
動
資
本
の
同
定
資
本
へ
の
轄
化
は
可
能
だ
が
、

「
固
定
査
本
最
は
、
他

る
も
の
は
、
道
具
•
原
料
・
或
る
種
の
機
械
の
如
き
短
期
的
衰
本
財
と
、榮働
者
の
生
活
必
需
品
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
根

の
境
界
線
に
立
つ
も
の
と
考
へ
、
之
を
岡
有
の
資
本
概
念
か
ら
除
外
す
る
。

19) K. Wicksell, Lectures on Political Economy, p. 186. 



値
の
大
さ
に
闘
る
か
ら
。
か
く

C
竺
V
2
1
1
1

の
大
さ
に
闘
係
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
リ
ン
ド
ベ
ル
も
亦

Q
ン

V
3
1
1
2
で
あ
る
。

こ
れ
に
従
つ
て
努
働
の
年
生
産
物
も
逓
増
す
る
と
見
得
る
で
あ
ら
う
。

上
述
の
如
く
に
、
生
陸
期
間
概
念
は
純
技
術
的
に
の
み
把
握
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

残
餘
は
可
菱
咲
本
か
ら

努
働
は
如
何
程
に
値
し

利
子
問
題
に
闘
し

三
七

0

或
る
企
業
に
使
用
さ
れ
る
機
械
及
原
料
の
生
産
に
幾
日
を

要
し
た
と
か
、
原
料
が
機
械
を
通
過
し
て
加
工
さ
れ
る
迄
に
幾
月
を
必
要
と
す
る
か
の
如
き
問
題
は
、

て
は
全
々
無
意
味
だ
と
見
る
。
と
い
ふ
繹
は
問
題
は
、
「
一
方
で
は
彼
の
機
械
を
生
産
す
る
箆
に
、

た
か
及
び
他
方
で
は
ど
れ
程
の
原
料
が

M
時
に
こ
の
機
械
の
加
工
に
要
す
る
か
」
と
い
ふ
が
如
く
に
、

あ
く
ま
で
資
本
債

ベ
エ
ム
の
生
産
期
間
概
念
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
技
術
的
契
機
を
排
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

生
産
期
間
瓶
念
に
代
ふ
る
に
、
可
愛
衰
本
と
不
菱
資
本
の
闘
係
換
言
す
れ
ば
C
-＞
を
以
て
せ
ん
と
す
る
。

は
、
こ
う
す
る
場
合
に
始
め
て
生
産
期
間
概
念
の
本
質
が
把
へ
ら
れ
る
と
考
へ
る
。

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ

即
ち
一
年
迂
阿
の
生
産
に
あ
り
て
は

國
民
経
派
の
総
姿
本
は
可
綾
安
本
の
み
か
ら
、
二
年
迂
阿
の
生
産
で
は
綿
資
本
中
半
分
は
不
菱
資
本
か
ら
、

可
愛
査
本
か
ら
成
り
立
ち
、
一

1

一
年
迂
回
の
生
産
で
は
総
衰
本
中
竺
分
の
二
は
不
髪
表
本
と
か
ら
、

成
b
立
つ
等
々
で
あ
る
。
従
つ
て

C
1
"
<
l
l
l
o

本
財
に
投
下
さ
れ
た
る
資
本
の
投
資
期
間
は
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

他
の
半
分
は

同
時
に
前
彿
努
銀
即
ち
資
本

祉
會
総
資
本
の
投
資
期
間
も
亦
延
長
さ
れ
、

を
も
亦
、
投
資
期
間
概
念
中
に
包
擁
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
か
う
考
へ
る
と
、
資
本
集
約
的
生
産
に
移
る
毎
に
、
持
績
的
資

20) R. V. Strigl. Zeit und Produktion, Zeitschrift fur Nationalohonomic Bd 

VI. S. 213 ff. 
21) J. K. Lindberg, ibid. S. 512. 

リ
ン

F
ペ
ル
ヒ
の
ペ

・エ
ム
批
判
を
縦
り
て

第

六

巻

第
1

1

肇

一
六
四



こ
の
際
リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
は
線
資
本
の
資
本
構
成
に
就
て
語
り
た
が
ら
、

生
産
段
階
に
あ
る
企
業
の
資
本
構
成
に
闘
し
て
ゐ
る
。
綿
資
本
の
有
機
的
構
成
が
問
題
で
あ
る
限
り
、

に
あ
り
て
は
、

C
ン
<
1
1
1

で
は
た
く
て
、

C
"
V
=
 1
 :
2
、
三
年
迂
回
で
は

C
ン
く

1
1
2

で
は
な
く
、

``
’ 2
 

あ
る
。

リ
ン
ド
ペ
ル
ヒ
は
進
ん
で
労
働
の
年
生
産
物
P
は
技
術
的
契
機
を
有
つ
迂
阿
期
間
t
の
函
敷

即
ち

p
=
f
(
t
)

で
は
な
く
、

C
I
>
の
函
敷
即
ち

p
1
1
f

ー

で

あ

る

、

榮

慟

の

年

生

産

力

は

、

”
 

（

く

）

者
の
報
酬
と
し
て
前
彿
さ
れ
た
る
努
銀
即
ち
資
本
の
大
さ
に
依
存
し
て
ゐ
る
と
結
論
す
る
。

方
程
式

p
1
1
~
（

1

ふ）を
p
=
=
l

〔

1

こ
の
リ
ン
ド
ペ
ル
ヒ
の
主
張
に
於
て
、

b
、

C
ン
く

1
1
0

で
あ
る
。

之
を
ベ
エ
ム
的
な
瞬
間
生
産

(
A
u
g
e
n
b
l
i
c
k
p
r
o
d
u
k
t
i
o
n
)

＋
N

(

年
＋

1
)
]

に
書
き
改
め
る
。

2
 

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ベ
エ
ム
批
判
を
続
り
て

更
に
一
年
迂
阿
の
生
産
に
隅
し
て
は
、

五
、
生
産
期
間
と
生
産
力
と
の
闊
係

第

六

巻

-L:: 

第

二

猿

一
六
五

リ
ン
ド
ベ
ル
ピ
の
算
定
の
仕
方
か

努
働
の
年
生
産
物
P
は
前
彿
努
賃
即
ち
査
本
の
函
敷
か
生
廂
段
階
の
函
数
か
ゞ

問
題
と
な
り
得
る
。
上
述
の
如
く
に
彼
は
綿
咲
本
の
有
機
的
構
成
に
就
て
語
り
た
が
ら
、

換
言
す
れ
ば
、

と
解
す
る
限

つ
い
で
ウ
イ
ク
セ
ル
の

彼
の
計
算
の
仕
方
に
従
へ
ば
、

C
-
＞
は
生
産
の
最
終
段
階
に
於
け
る
企
業
の
資
本
構
成
で
あ
っ
た
。
生
産
の
各
役
階
が
相
異
る
企
業
の
支
配
下
に
あ
る
限

り
、
最
終
段
階
の
企
業
の
登
本
構
成
は
生
産
段
階
の
数
を
示
す
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
、

努
働

C
ン
く

1
1
1

で

二
年
迂
阿
の
生
産

そ
の
有
機
的
構
成
の
計
算
の
仕
方
は
、
相
異
る

22)高田保馬著 利子，命研究． 34ら頁
23) J. K. Lindberg, ibid. S. 514. 



る。

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ベ
エ
ム
批
判
を
続
り
て

ら
言
へ
ば
、

P
は
生
産
段
階
の
函
敷
と
な
り
、
彼
の
主
張
す
る
様
に
、

中
の
可
菱
表
本
部
分
と
不
菱
資
本
部
分
い
比
に
依
存
せ
ざ
る
こ
と
＼
た
る
。

就
て
見
て
も
、

C
-
＞
を
綿
資
本
の
有
機
的
構
成
と
見
す
最
後
段
階
の
資
本
構
成
と
見
倣
す
な
ら
ば
、

も
の
、
即
ち

‘
+
1
は
生
産
段
階
の
数
を
示
す
。
而
し
て
財
は
各
生
産
段
階
に
技
術
的
に
例
へ
ば
一
年
あ
て
滞
在
す
る
と

産
段
階
の
数
を
2
に
て
除
す
る
こ
と
は
意
味
を
な
さ
ぬ
様
に
考
へ
ら
れ
る
か
も
鉗
れ
ぬ
が
、

J
n
+
1
の
内
容
は
い
は
ば
段

階
時
間

(::,tufe
n
z
e
i
t
)

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
方
程
式
は
妥
嘗
だ
と
言
ひ
得
る
。

け
れ
ど
も
、
リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
が
言
ふ
如
く
に
、

不
愛
資
本
に
1
を
加
へ
て
、

―
―
―
七
二

2
に
て
除
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
は
な
か
ら
う
か
。

る
、
而
し
て
各
段
階
に
毎
年
一
箪
位
づ
つ
の
努
働
が
投
下
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
可
雙
資
本
敷
猜
は

n
で
あ
り
、

n
(
nー

1
)

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
可
菱
資
本
部
分
を
控
除
し
た
残
餘
た
る
不
愛
資
本
敷
量
は
、
で
あ
る
か
ら
、

n
(
n
+
1
)
 

2

2

 

で
あ
る
。

nー

1
2
 

可
愛
資
本
酎
不
愛
資
本
は

そ
れ
で
そ
の
方
程
式
は
、

階
時
間
で
あ
る
限
り
、

t'
ぷ

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
上
掲
の
方
程
式
に
於
け
る

c
一
＞
が
、
ド
引

L
と
な

N
(
n
+
1
)
 

p
1
1
l
 [
1
+
9

ー
と
書
き
改
め
ら
れ
や
う
。
斯
く
す
る
場
合
に
は
。

こ
の
方
程
式
は
意
味
を
有
つ
。
け
れ
ど
も
リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ま
＼
の
式
で
は
、

C
-
＞
が
練
資
本
の
有
機
的
構
成
を
示
す
と
す
れ
ば
如
何
。
可
斐
資
本
封

考
へ
る
と
、
生
産
物
債
値
P
は
努
銀
と
利
子
の
和
で
あ
る
か
ら
、

C
-

＞
が
生
産
の
最-．

 

n
が
段

線
資
本
は

今

n
だ
け
の
段
階
時
間
が
あ
る
と
す

一
と
た
る
だ
ら
う
ビ
の
際
生

N
(
f
n
+
1
 

p
1
1

心
＋
＜2
 

第

六

巻

こ
れ
に
1
を
加
へ
た

彼
が
書
式
改
め
た
ウ
イ
ク
セ
ル
の
方
程
式
に

資
本
の
函
藪
で
は
な
く
な
る
。
即
ち
、
P
は
線
資
本

第

二

琥

一
六
六



終
段
階
の
資
本
精
成
で
な
い
限
り
、

ル
ヒ
は
生
産
期
間
概
念
の
代
り
に
、

そ
の
方
程
式
は
内
容
空
虚
た
文
字
の
羅
列
に
過
ぎ
ぬ
。

総
資
本
中
に
於
て
占
め
る
可
菱
資
本
と
不
繋
資
本
の
闘
係
を
置
く
こ
と
ゎ
本至
営
と
す

る
に
拘
ら
す
、
資
本
債
値
の
大
さ
は
結
局
表
現
せ
す
、

こ
と
で
あ
る
。
上
述
の
如
く
に
考
へ
て
来
る
と
、

業
の
垂
直
的
結
合
が
起
る
場
合
に
は
、
努
働
の
年
牧
盆
は
減
少
す
る
こ
と
し
な
る
。

資
本
と
の
比
の
函
敷
と
見
ざ
る
を
得
ぬ
。
然
る
と
き
に
は
、

の
吟
味
は
生
産
構
造
の
問
題
と
密
接
に
結
付
く
。

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ベ
エ
ム
批
判
を
続
り
て

で
あ
る
。

第

六

巻

-L• 

節
1

一
臨

一
六
七

中
間
生
産
物
生
産
の
各
段
隊
に
投
下
さ
れ
た
る
努
働
も
、
年

即
ち
ベ
エ
ム
的
な
生
産
迂
阿
の
概

段
階
が
あ
り
、
こ
れ
に
順
次
努
働
が
追
加
さ
れ
て
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の

1
1
f
(
j
n
)

＜
 

p
 

度
毎
に
次
の
段
階
に
死
せ
る
努
働
の
姿
で
送
ら
れ
る
の
で
は
な
く
て
、

こ
れ
は
現
賓
に
反
す
る
こ
と
は
自
明

従
つ
て
総
資
本
中
の
可
斐
資
本
と
不
愛

は
何
を
意
味
す
る
で
あ
ら
う
か
。

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
が
前
提
と
せ
る
ベ
ヱ
ム
の
生
産
構
造
で
は
、
最
初
に
資
本
財
は
た
く
、

る
。
社
會
線
資
本
の
循
環
過
程
の
分
栃
は
斯
る
見
解
の
妥
賞
せ
ざ
る
こ
と
を
教
へ
る
。

こ
の
黙

唯
努
働
の
み
で
螢
ま
れ
る
生
産

財
は
終
局
生
産
物
に
ま
で
直
線
的
に
進
行
す

念
か
ら
す
れ
ば
、
何
れ
の
生
産
段
階
も
自
己
又
は
次
の
段
階
の
生
奔
物
を
利
用
す
る
こ
と
は
な
い
が
、

こ
れ
は
現
賓
に
反

す
る
。
現
賓
に
あ
り
て
は
、
中
間
生
産
物
の
一
部
は
不
断
に
自
己
再
生
産
に
始
終
し
、
従
っ
て
牛
森
迂
阿
期
間
概
念
は
明
確

た
意
味
を
有
た
な
い
こ
と
＼
た
る
。
か
く
見
る
と
き
に
は
、

一
部
は
自
己
或
は
上
の
段
階
に
復
師
す
る
こ
と
4

だ
か
ら
矢
張
り
努
働
の
生
産
力
は
資
本
債
値
の
大
さ
に
依
存
す
る
、

努
働
の
生
南
力
は
生
産
段
階
の
函
敷
と
た
ろ
繹
だ
が
、
か
う
す
れ
ば
企

生
産
期
間
概
念
が
生
産
段
階
概
念
に
よ
つ
て
代
置
さ
れ
た
ま
で
の

之
を
要
す
る
に
、

リ
ン

ド
ペ・

24) i向田保馬 生産の構造、細浣論叢 41巻 2披 10頁。



自
的
生
産
囚
子
た
る
意
味
を
有
つ
に
至
る
。

斯
く
、
紬
資
本
の
循
環
過
程
か
ら
事
態
を
眺
め
る
な
ら
ば
、

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ベ
エ
ム
批
判
を
純
り
て

支
持
し
難
い
と
見
る
。

段
階
の
生
産
に
貢
献
す
る
の
み
な
ら
す
、

と
こ
ろ
が
脊
本
の
自
己
再

資
本
は

た
る
だ
ら
う
。
こ
の
現
象
は
プ
ル
カ
ル
ト
に
よ
っ
て
、
財
の
二
重
利
用
性

三
七
四

(
D
o
p
p
e
l
v
e
r
w
e
n
d
u
n
g
)
 

か
ら
論
證
さ
れ
た
所
で
あ
る
。
例
へ
ば
機
械
生
産
段
階
は
消
費
財
生
産
の
為
の
機
械
と
並
ん
で
、

械
を
造
る
。
か
く
の
如
く
、
資
本
財
の
部
分
的
た
自
己
再
生
産
が
行
は
れ
る
限
り
、

た
る
技
術
的
側
面

自
己
再
生
産
の
箆
に
機

ベ
エ
ム
的
た
直
線
的
生
産
構
造
観
は

「
詣
財
の
物
的
形
態
に
同
着
せ
る
多
種
利
用
性
は
自
己
再
生
産
の
可
能
性
を
示
し
而
し
て
議
論
の

餘
地
な
き
逍
線
的
系
列
と
並
び
て
そ
れ
自
個
に
於
て
循
環
的
で
あ
り
或
は
阿
趾
的
で
あ
る
と
こ
ろ
の
経
演
の
分
野
に
導

く
。
ベ
エ
ム
の
個
別
的
脊
本
謡
用
役
は
時
間
的
指
数
を
具
へ
、

即
ち
次
の
よ
り
高
き
環
に
向
は
せ
る
に
過
ぎ
ぬ
の
に
、
詣
財
の
物
的
多
種
利
用
性
か
ら
出
疲
す
る
際
に
は
、

階
付
け
と
並
ん
で
循
環
的
系
列
の
現
象
が
判
明
す
る
。
」

直
接
的
な
段

努
働
の
生
産
力
は
最
早
生
産
迂
同
期
間
に
依
存
せ
す
と
の

結
論
に
到
逹
す
る
だ
ら
う
。
蓋
し
資
本
は
最
後
に
は
努
働
（
及
び
士
地
）
か
ら
創
造
さ
れ
る
L
,．見
る
と
き
に
は
、

何
等
獨
自
的
生
産
因
子
で
は
な
く
、
．唯
投
下
さ
れ
た
る
努
働
の
移
行
形
態
に
過
ぎ
た
い
。

段
階
を
通
過
す
る
の
に
ど
れ
程
の
期
間
を
要
し
た
か
が
、
生
産
力
に
釘
し
て
決
定
的
で
あ
る
。

生
産
を
認
め
る
と
き
に
は
、
資
本
は
一
度
労
働
の
節
約
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
や
否
や
、

従
つ
て
こ
の
場
合
に
、
諸
生
産

生
け
る
努
働
と
結
合
し
て
次
の

自
己
或
は
よ
り
以
前
の
生
産
段
階
の
資
本
再
生
産
を
行
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
、
獨

6
 

こ
の
貼
か
ら
努
働
の
生
産
力
は
「
自
己
再
生
産
す
る
資
本
部
分
の
」
函
敷
で

か
く
て
静
態
に
於
て
一
財
の
利
用
を
唯
特
定
の
方
向
に

第

六

巻

第

二

琥

一
六
八

25) F. Burchardt. Die Schemata des stationaren Kreislauf bei Bohm 
Bawerk u. Marx Weltwirtschaftliches Archiv, Jahr. 34. S. 547. 

26)研田保馬生産の栴 造前掲論文 18頁。



(
t
e
c
h
n
i
s
c
h
e
 
P
r
o
d
u
k
t
i
v
i
t
a
t
)
 

さ
れ
る
繹
で
あ
る
。

と
す
る
た
ら
ば
、

た
る
に
相
違
な
い
。

第

六

巻

は
同
時
に
憤
値
生
産
力

(
W
e
r
t
p
r
o
d
u
k
t
i
v
!
t
i
i
.
t
)

第

二

撃

一
六
九

を
意
味
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
。

六
、
償
値
生
産
力
と
技
術
的
生
産
力

最
後
に
、

こ
の
こ
と
が
ベ
エ
ム
利
子
論
と
の
聯
闘
に
於
て
如
何
な
る
意
味

さ
て
、

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
が
努
働
の
生
産
力
を

C
-＞
の
函
敷
と
見
る
と
き
、

こ
の
部
分
を
控
除
す
れ
ば
C
の
内
容
は
、

れ
る
資
本
財
産
生
段
階
に
於
て
、

嘗
該
社
會
の
購
買
力
の
函
敷
と
な
る
だ
ら
う
。

今
ま
で
努
働
の
生
産
力
、

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ペ
エ
ム
批
判
を
続
り
て

た
上
の
こ
と
で
は
た
い
。
資
本
の
自
己
再
生
産
を
認
め
る
た
ら
ば
、

あ
る
と
の
結
論
も
一
應
導
き
出
し
得
る
で
あ
ら
う
。

こ
れ
は
資
本
財
部
分
の
自
己
再
生
産
を
認
め

不
斐
資
本
C
の
一
部
は
不
断
に
自
己
再
生
産
に
利
用

消
費
財
生
産
段
階
に
全
開
と
し
て
先
行
す
る
と
見
倣
さ

努
働
者
逹
に
本
年
中
に
支
彿
さ
れ
た
る
努
銀
練
額
ー
と
．

ペ
エ
ム
の
言
ふ
生
産
力
度
盛

(
P
r
o
d
u
k
t
t
i
i
t
s
s
k
a
l
a
)

こ
の
段
階
の
資
本
に
封
す

る
利
子

Pl
、
及
び
消
費
生
産
段
階
の
不
愛
資
本
の
和
と
な
る
筈
で
あ
る
。
静
態
的
過
程
が
順
調
に
進
行
す
る
こ
と
を
前
提

2
(
!
1
+
p
l
)
 

[
1
+
[
2
 

前
二
者
は
そ
の
債
値
に
於
て
後
者
に
等
し
い
か
ら
、
結
局
リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
C
-＞

は

と

か
う
た
る
と
努
働
の
生
産
力
は
、
最
早
リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
主
張
す
る
や
う
に
資
本
の
函
数
で
は
な
く

を
有
つ
か
を
明
か
に
し
よ
う
。
問
題
は
債
値
生
産
力
と
物
理
的
或
は
技
術
的
生
産
力
と
の
闘
係
に
移
る
。

の
規
定
を
た
さ
す
、

技
術
的
生
産
力

今
や
吾
々
は
こ
の
貼
を
桧
討
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
努
銀
基
金
説
に
立
脚
せ
る
利
千
論
を
批
判
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
資
本

三
七
五



全
骰
と
し
て
の
努
働
者
の
購
買
力
は

産
段
階
3
垂
直
的
鈷
成
が
行
は
れ
ざ
る
限
り
、
査
本
財
の
購
入
に
充
裳
さ
れ
る
貨
幣
蓮
の
増
加
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
か

努
働
者
の
年
購
買
力
は
迂
阿
期
間
の
増
加
に
比
例
し
て
減
少
す
る
。
こ
れ
は
各
生

27) i:．;; rnt『馬

部
分
は
、

に
反
し
て
、

利子の限界生産力説 絢浣論叢

リ
ン
ド
ペ
ル
ヒ
の
ベ
エ
ム
批
判
を
統
IJ
て

己
再
生
産
す
る
資
本
財
部
分
の
大
さ
に
依
存
し
や
う
。

け
れ
ど
も
、

こ
の
場
合
に
生
産
力
は
技
術
的
生
産
力
を
意
味
し
て

技
術
的
生
産
力
は
債
値
生
産
力
の
見
地
に
立
つ
限
り
、
資
本
財
の
自
己
再
生
産
部
分
大
な
れ
ば
大
た
る
程
、
憤
値

幻

生
産
力
も
亦
大
き
い
と
言
へ
る
。
併
な
が
ら
、
債
値
生
産
力
は
技
術
的
生
産
力
と
は
別
個
の
規
定
原
理
を
有
つ
と
考
へ
る

結
論
を
言
へ
ば
、
債
値
生
奔
力
は
終
局
生
産
物
を
購
入
す
る
者
の
所
得
の
大
さ
に
依
存
し
て
ゐ
る
の

技
術
的
生
産
力
は
自
己
再
生
在
す
る
安
本
財
部
分
の
大
さ
に
依
存
し
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
と
が
次
に
説
明
さ
れ

ね
ば
た
ら
ぬ
。

社
會
の
綿
資
本
即
ち
努
働
者
に
前
彿
さ
れ
る
生
存
表
料
は
ベ
エ
ム
に
よ
っ
て
は
交
換
債
値
の
綿
額
と
見
倣
さ
れ
て
ゐ

る
。
貨
幣
経
清
に
て
は
、
そ
れ
は
一
定
の
貨
幣
址
と
考
へ
ら
れ
や
う
。
今
生
産
の
各
段
陛
が
各
々
別
個
の
企
業
に
よ
つ
て
螢

ま
れ
て
ゐ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
の
貨
幣
衰
本
の
一
部
は
現
在
の
努
働
の
支
彿
に
充
て
ら
れ
、
他
の
相
酎
的
に
よ
り
大
な
る

詣
資
本
財
即
ち
死
せ
る
努
働
の
購
入
に
振
賞
て
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
く
見
る
と
き
、
毎
年
努
働
者
に
前
彿
さ
れ
る

2
K
 

努
銀
は

A
.
l
=
||
ー
で
、
努
慟
者
逹
は
こ
れ
を
以
て
生
存
査
料
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
が
、
社
會
の
榮
銀
基
金
即
ち
貨

幣
資
本
が
一
定
と
さ
れ
て
ゐ
る
限
り
、

く
の
如
く
に
、
労
働
者
に
前
彿
さ
れ
る
努
銀
総
額
た
る
貨
幣
資
本
一
定
の
下
で
は
、

こ
と
が
出
来
や
う
。

ゐ
る
。

財
の
物
的
或
は
技
術
相
側
面
か
ら
資
本
の
自
己
再
生
産
を
重
脱
す
る
と
き
に
は
、

既
述
の
如
く
に
か
の
生
産
力
度
盛
は
自

笠

六

巻

一
七
六

第

二

猿

一
七
〇

41巻 3誠 26頁以下。



る
の
が
至
嘗
で
あ
ら
う
。

く
特
定
の
技
術
吠
態
か
ら
出
疲
し

第

六

巻

第

二

琥

一
七

す
る
が
、

伴
つ
て
存
立
す
る
為
に
は
、
換
言
す
れ
ば
債
値
生
産
力
が
選
培
す
る
為
に
は
、
餘
剌
牧
盆
の
度
盛
が
選
減
せ
す
し
て
、
選

e
r
g
i
e
b
i
g
k
e
i
 t
)

 

所
謂
資
本
家
的
生
産
進
め
ば
｀

こ
れ
に
比
例
し
て
減
少
す
る
性
質
を
有
つ
。
所
が
技
術
的
生
産
力
は
、
ベ
エ
ム
が
前
提
と

せ
る
疵
知
の
技
術
朕
態
の
下
で
は
、

或
る
時
黙
ま
で
は
迂
阿
期
間
の
延
長
以
上
に
選
増
す
る
が
、

こ
の
黙
を
超
え
る
と
増

こ
の
こ
と
は
、
迂
回
期
間
延
長
以
上
に
技
術
的
生
産
力
増
大
す
る
間
は
努
働
者
の
賓
質
所
得
即
ち
傍

後
に
は
低
下
し
て
行
く
こ
と
を
示
す
。
之
を
他
面
か
ら
見
る
と
、
憤
値
生
産
力
は
技
術
的
生
産

力
増
進
の
歩
調
衰
へ
始
め
る
と
共
に
選
減
す
る
こ
と
を
物
語
っ
て
ゐ
る
だ
ら
う
。

ベ
エ
ム
は
彼
の
生
産
力
度
盛
に
於
て
憤
値
生
産
力
の
選
増
を
豫
め
前
提
と
し
て
ゐ
る
が
、

き
利
子
の
存
立
を
飩
に
措
定
し
て
ゐ
る
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
。

相
表
哀
し
て
ゐ
る
。

け
れ
ど
も
事
賓
に
あ
り
て
は
、
債
値
生
産
力
は
、
技
術
的
生
産
力
が
迂
同
期
間
の
延
長
に
比
例
し
て

選
増
せ
ざ
る
に
及
ん
で
、

遁
減
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
詭
明
さ
る
べ

は
零
と
た
り
、
利
子
は
最
早
成
立
し
得
ざ
る
こ
と
＼
た
る
。
こ
の
場
合
利
子
が
技
術
的
生
産
力
の
選
増
に

増
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。

こ
の
箆
に
は
、

夫
々
の
企
業
の
生
産
過
程
を
短
縮
せ
し
め
る
新
技
術
の
採
用
を
條
件
と

こ
れ
は
ベ
エ
ム
の
前
提
に
背
く
。
迂
阿
期
間
と
終
局
生
産
物
敷
枇
と
の
闘
係
を
見
る
場
合
に
は
、
ベ
エ
ム
の
如

而
し
て
各
段
階
従
つ
て
各
企
業
に
箪
位
期
間
（
例
へ
ば
一
年
）
財
が
滞
留
す
る
と
見

且
又
そ
れ
は
線
資
本
一
定
の
前
提
に
應
は
し
い
で
あ
ら
う
。
た
ぜ
な
ら
ば
例
へ
ば
ド
ル
プ
の
主

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ベ
エ
ム
批
判
を
続
り
て

―
―
―
七
七

従
つ
て
或
る
時
黙
を
超
え
る
と
ベ
エ
ム
の
所
謂
餘
剰
牧
盆

(
M
e
h
r
,

し
か
も
ベ
エ
ム
に
於
て
は
憤
値
生
産
力
は
技
術
的
生
産
力
と

さ
て
、

銀
は
騰
貴
し
て
行
く
が
、

加
の
歩
調
が
鈍
る
。



ち
、
今
か
ら
生
産
の
迂
阿
過
程
が
始
め
ら
れ
る
と
す
る
。

た
ら
ぬ
。

す
る
が
、

残
餘
が
努
銀
基
金
と
し
て
努
働
者
に
前
彿
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

資
本
家
は
幾
年
か

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ベ
エ
ム
批
判
を
繰
り
て

⑳
 

張
す
る
如
く
に
迂
回
期
間
の
延
長
が
必
然
的
に
新
褻
明
と
結
付
か
ね
ば
な
ら
ぬ
な
ら
ば
、

移
る
ま
で
に
要
す
る
期
間
が
短
縮
さ
れ
る
。

一
数
祉
の
生
産
物
を
造
る
の
に
、

こ
の
際
に
は
｀
社
會
総
資
本
の
投
資
期
間
が
以
前
と
愛
ら
ぬ
の
に
、
前
と
同

従
来
よ
り
よ
り
少
た
き
資
本
敷
麓
を
以
て
十
分
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
新
技
術
の
採
用
に

資
本
の
回
轄
速
度
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。
斯
く
、
資
本
の
回
轄
速
度
愛
化
と
い
ふ
新
た
典
件
を
導
入
す
る
な
ら

益
で
あ
ら
う
。

従
つ
て
こ
の
項
目
の
み
を

1

定
と
し
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
は
無

さ
れ
ば
迂
回
期
間
と
生
産
力
の
閥
係
を
見
る
場
合
に
は
、
ベ
エ
ム
の
手
績
き
が
至
嘗
で
あ
り
、
且
つ
資
本

一
定
と
い
ふ
こ
と
も
亦
意
味
を
有
ち
得
る
繹
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、

従
つ
て
餘
剰
牧
盆
の
度
盛
も
選
減
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

既
述
の
如
く
に
、
或
る
限
度
以
上
い
く
ら
資
木
の
投
資
期
間
を
延
長
し
て
も
、
技
術
的
生
産
力
は
増
加

債
値
生
産
力
は
減
じ
、
利
子
は
成
立
し
得
ざ
る
こ
と
＼
た
る
。
然
ら
ば
ベ
エ
ム
の
前
提
の
下
で
、
債
値
生
産
力

は
高
ま
り
、
利
子
の
成
立
す
る
條
件
は
何
か
c

そ
れ
は
努
慟
者
の
賭
買
力
以
上
の
購
買
力
が
既
に
存
在
し
て
ゐ
る
こ
と
に
外

ベ
エ
ム
的
な
努
銀
基
金
説
で
は
、
資
本
は
前
彿
さ
れ
た
る
努
銀
綿
額
で
あ
っ
た
。
今
、
自
然
経
溝
的
観
貼
に
立

す
る
こ
の
部
分
は
控
除
さ
れ
、

の
迂
回
期
間
の
後
に
増
大
せ
る
生
産
物
敷
梵
を
受
取
る
。

こ
の
場
合
、
資
本
家
逹
は
巨
大
な
完
成
せ
る
生
存
姿
料
を
所
有

し
て
ゐ
る
だ
ら
う
。
併
し
、
す
べ
て
が
努
働
者
逹
に
前
彿
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
全
享
槃
財
貯
蔵
中
か
ら
自
己
が
消
費

こ
の
部
分
は
正
に
資
本
の
生
産
力
で
あ
り
、
利
子
と
考
へ
ら
れ

ば
、
こ
の
こ
と
か
ら
直
接
資
本
藪
麓
も
髪
化
す
べ
く
、

伴
ひ
、

第

六

巻

三
七
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財
が
一
企
業
か
ら
他
の
企
業
に

第

二

琥

一
七

23) E. C. van Dorp, ibid. S. 202ー 303.



る。

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
ベ
エ
ム
批
判
を
統
り
て

従
つ
て
技
術
的
生
産
力
が
債
値
生
産
力
と
表
裏
し
、

第

六

巻

第

二

裁・

利
子
が
存
立
し
得
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
如
く
に
観
じ
来
る
と
き
、

豫
定
さ
れ
て
ゐ
る
。

る
部
分
を
差
引
き
た
る
残
餘
で
あ
る
。

生
窟
物
資
上
高
か
ら
企
業
利
澗
と
資
本
利
子
に
相
應
す

轄
じ
て
、

蔵
中
か
ら
控
除
し
て
ゐ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

選
び
、

と
、
換
言
す
れ
ば
、

共
虐
に
は
既
に
追
加
的
購
買
力
が
存
在
し
て
ゐ
た
こ

る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
際
利
子
が
資
本
の
上
に
成
立
す
る
熔
に
は
、
べ
H

ム
が
考
へ
る
様
に
、
衰
本
家
逹
が
生
南
迂
阿
を

以
て
生
産
力
の
増
大
を
闘
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
た
い
。

特
定
の
迂
阿
期
間
の
間
資
本
家
逹
は
自
己
の
生
存
を
支
へ
る
に
必
要
た
基
本
を
、
豫
め
全
生
産
物
貯

貨
幣
経
演
的
観
黙
に
立
ち
、
同
時
化
さ
れ
た
る
生
産
が
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
然
る
と
き
に

'̀ノ，
 

は
前
彿
努
銀
線
額
即
ち
貨
幣
衰
本
は
ス
ト
lJ
グ
ル
の
言
ふ
様
に
、

か
く
追
加
的
購
買
力
が
存
在
し
て
ゐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
始
め
て
情
値
生
産
力
は
遣
増
の
布
を
と
り

ベ
H

ム
の
利
子
説
明
は
、

従
つ
て
努
働
者
の
購
買
力
以
上
の
貨
幣
犠
が
既
に
社
會
に
存
在
し
て
ゐ
る
こ
と
が

設
明
す
べ
き
も
の
を
既
に
前
提
と
し
て
の
議
綸
で
あ

b‘

形
式
論
狸
的
に
は
徊
預
論
だ
と
言
ぴ

得
や
う
。
然
ら
ば
、
ど
れ
だ
け
の
追
加
的
睛
買
力
の
存
在
を
必
要
と
す
る
か
。
吾
々
は
リ
ン
ド
ベ
ル
ビ
の
C

>
を
、
客
本

2
(
~
1
+
P
1
)
 

の
自
己
再
生
産
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
I
I

—
ー

と
害
き
改
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
P
lに
相
常
す
る
だ

ll+~2 

け
の
追
加
的
睛
買
力
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
、
資
本
が
債
値
生
産
力
を
、
従
つ
て
利
子
を
有
と
い
ふ
こ
と
に
な

＝
二
七
九

一七―――

29) R. Strigl, Lohnfonds u. Gelakapital, Zeitschrift for Nationalokonomie 
Bd. V. S. 29. 




